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行
財
政

　

令
和
５
年
度
予
算
は
三
日
月
県

政
３
期
目
の
端
緒
と
な
る
重
要
な

予
算
と
な
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
や
物
価
対
策
に
し
っ
か
り

対
応
し
な
が
ら
も
、
知
事
の
思
い
で
あ

る
「
健
康
し
が
」
の
実
現
に
向
け
た
予

算
編
成
を
期
待
し
ま
す
。
令
和
５
年
度

予
算
編
成
に
つ
い
て
、
県
政
を
取
り
巻

く
諸
課
題
へ
の
対
応
な
ど
、
施
策
構
築

の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
等
が
も
た
ら
す
社
会
構
造

の
変
化
の
中
、
コ
ロ
ナ
禍
で
再
認
識
し

た
滋
賀
の
強
み
を
手
が
か
り
に
「
新
し

い
豊
か
さ
」
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、

一
人
ひ
と
り
の
不
安
や
孤
独
、
生
き
づ

ら
さ
に
寄
り
添
い
、
子
ど
も
た
ち
が
将

来
に
わ
た
っ
て
幸
せ
と
誇
り
を
感
じ
ら

れ
る
「
健
康
し
が
」
を
目
指
そ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
の
中
心

に
子
ど
も
を
置
い
て
、
子
ど
も
の
声
や

思
い
を
尊
重
し
、
子
ど
も
と
と
も
に
考

え
な
が
ら
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
の
健

や
か
な
育
ち
を
支
え
る
環
境
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
令
和
５
年
度
に

向
け
て
は
、
①
「
子
ど
も
・
子
ど
も
・

子
ど
も
」、②
「
ひ
と
づ
く
り
」、③
「
こ

こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
」、
④

「
安
全
・
安
心
の
滋
賀
づ
く
り
」、⑤
「
グ

リ
ー
ン
・
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
経
済
・
社

会
づ
く
り
〜
コ
ロ
ナ
か
ら
の
反
転
攻
勢

〜
」
の
５
つ
の
柱
を
中
心
に
、
市
町
と

も
し
っ
か
り
と
連
携
し
な
が
ら
、
施
策

構
築
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
後
も
人
口
減
少
に
よ
る

急
速
な
過
疎
化
が
予
想
さ
れ
る
北
部
地

域
に
つ
い
て
、地
域
の
魅
力
や
可
能
性
、

北
陸
新
幹
線
敦
賀
駅
開
業
の
機
会
等
を

生
か
し
、
そ
の
振
興
に
臨
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

県
立
高
等
専
門
学
校

　

県
立
高
等
専
門
学
校
の
設
置
場

所
が
野
洲
市
内
と
示
さ
れ
ま
し
た
。

高
専
制
度
が
創
設
さ
れ
て
約
60
年
が
経

過
し
、
全
国
に
は
既
に
多
く
の
高
専
が

存
在
し
ま
す
。
各
地
か
ら
学
生
が
集
ま

る
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
魅
力
的
な
学
校
と
な

る
に
は
、
特
色
や
魅
力
を
広
く
周
知
し

認
知
度
を
高
め
る
と
と
も
に
、
現
在
の

小
中
学
生
に
理
工
系
へ
の
関
心
を
高
め

て
も
ら
う
な
ど
、
裾
野
を
広
げ
る
取
組

が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
令
和
９
年
の

開
校
に
向
け
た
知
事
の
意
気
込
み
を
伺

い
ま
す
。

　

県
立
高
専
が
県
内
外
か
ら
選
ば

れ
る
学
校
と
な
る
に
は
、
子
ど
も

た
ち
や
そ
の
保
護
者
、
先
生
に
、
高
専

が
ど
の
よ
う
な
学
校
な
の
か
を
知
っ
て

も
ら
い
、
具
体
的
な
進
路
の
選
択
肢
と

し
て
意
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
裾
野
拡
大
の
取
組
は
さ
ら
に

重
要
で
あ
り
、
県
内
の
理
工
系
大
学
や

市
町
教
育
委
員
会
、
企
業
等
の
協
力
も

い
た
だ
き
な
が
ら
、
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
理

工
系
の
楽
し
さ
が
分
か
る
体
験
教
室
や
、

高
専
を
卒
業
さ
れ
て
全
国
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
な
ど
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
講
演

会
や
職
場
交
流
体
験
な
ど
、
高
専
に

入
っ
て
か
ら
の
生
活
や
、
こ
れ
ま
で
県

が
推
進
し
て
き
た
起
業
支
援
の
取
組
も

参
考
に
、
技
術
者
と
し
て
の
自
分
の
姿

が
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
な

周
知
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
て
、
令
和
の

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
高
専
像
を

し
っ
か
り
と
伝
え
、
最
速
で
令
和
９
年

度
の
開
校
を
目
指
し
、
県
内
外
の
子
ど

も
た
ち
か
ら
選
ば
れ
る
高
専
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

文
化
振
興

　

建
設
費
高
騰
な
ど
の
事
情
に
よ

り
、
最
終
的
に
予
算
面
か
ら
断
念

す
る
こ
と
と
な
っ
た
新
生
美
術
館
構
想

で
は
、
施
設
整
備
費
の
上
限
は
47
億
円

と
設
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
補

正
予
算
で
県
立
美
術
館
の
改
修
費
と（
仮

称
）新
・
琵
琶
湖
文
化
館
の
整
備
費
を

合
わ
せ
て
約
83
億
円
の
予
算
を
投
入
す

る
以
上
、
新
生
美
術
館
構
想
を
上
回
る

効
果
が
期
待
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
す
が
、

滋
賀
の
美
の
魅
力
発
信
を
ど
の
よ
う
に

充
実・発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　

新
し
い
文
化
館
の
基
本
計
画
に

基
づ
く
今
回
の
整
備
で
は
、
従
来

の
「
博
物
館
機
能
」
に
加
え
、
新
た
に

「
地
域
の
文
化
財
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

機
能
」
や
「
文
化
観
光
の
拠
点
と
な
る

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
機
能
」を
持
た
せ
、

地
域
で
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
文
化
財

の
保
存
・
活
用
等
の
拠
点
と
し
て
機
能

の
充
実
強
化
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
美
術
館
は
、
こ
れ
ま
で
の
取

組
に
加
え
て
、
法
律
に
基
づ
く
文
化
観

光
拠
点
施
設
と
し
て
、
地
域
に
根
差
し

た
文
化
や
ア
ー
ト
を
楽
し
み
な
が
ら
県

内
を
め
ぐ
る
「
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に

繋
げ
る
取
組
を
進
め
て
お
り
、
今
後
さ

ら
な
る
魅
力
化
に
向
け
て
機
能
向
上
の

検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
い
文
化
館
の
開
館
の
際
に
は
、

こ
う
し
た
重
要
な
役
割
を
担
う
２
つ
の

施
設
が
両
輪
と
な
っ
て
、
力
強
く
事
業

を
展
開
す
る
こ
と
で
、
滋
賀
の
美
の
魅

力
発
信
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

医
療
政
策

　

地
域
医
療
は
県
民
の
安
心
の
要

で
す
が
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以

上
に
な
る
2
0
2
5
年
問
題
や
医
師
の

働
き
方
改
革
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
り

ま
す
。
滋
賀
県
保
健
医
療
計
画
の
見
直

し
に
当
た
っ
て
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対

す
る
知
事
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
さ
ら
に
進
み
、
医
療

需
要
の
増
加
や
疾
病
構
造
の
変
化

が
生
ず
る
一
方
で
、
医
師
の
働
き
方
改

革
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
た
め

に
は
、
効
果
的
、
効
率
的
に
質
の
高
い

医
療
を
提
供
す
る
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
が
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

（
裏
面
に
続
き
ま
す
）

　９月定例会議では、「令和４年度滋賀県一般会計補正予算」をはじめ
とする知事提出議案35件と議員提出議案７件が上程されました。これ
らを審議した結果、意見書案2件を否決したほか、決算特別委員会を設
置して休会中に審査することとした令和３年度滋賀県歳入歳出決算の認

定議案等を除き、いずれも原案のとおり可決または同意しました。
　また、各委員会では、付託された各議案、その他所管事項について審
査および調査を行いました。
●令和４年度滋賀県一般会計補正予算を可決
　原油価格・物価高騰への対応に係る経費など、総額31億7,018万９
千円の一般会計補正予算を可決しました。
　補正予算には、価格転嫁が困難な事業者への支援の経費として６億
3,309万７千円、７月・８月の大雨により被害を受けた箇所の復旧など
の経費として17億3,200万３千円が計上されています。

９月20日～10月14日の25日間

県立高等専門学校設置場所（野洲市）

９
月
定
例
会
議
に
お
け
る

  

質
疑・質
問
か
ら

　　 ▲
質疑・質問の詳細
はこちらから

　　 ▲
質疑・質問の詳細
はこちらから
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こ
の
印
刷
物
は
古
紙
パ
ル
プ
を
配
合
し
て
い
ま
す

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
二
次
保
健
医

療
圏
内
で
高
度
急
性
期
か
ら
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
、
在
宅
医
療
、
看
取
り
ま

で
切
れ
目
な
い
医
療
を
提
供
す
る
た
め
、

医
療
機
能
の
分
化
・
連
携
や
、
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
充
実
に
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

農
業

　

近
年
の
猛
暑
や
大
雨
、
干
ば
つ

な
ど
世
界
各
地
で
起
き
て
い
る
気

候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、
農
作
物
の
収

穫
量
の
減
少
や
品
質
悪
化
な
ど
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
の
気
候
変
動

に
対
す
る
本
県
農
業
の
適
応
策
の
効
果

に
つ
い
て
現
状
の
評
価
と
、
今
後
の
新

た
な
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

現
在
、
水
稲
で
は
、「
み
ず
か

が
み
」
の
作
付
け
が
約
３
千
ヘ
ク

タ
ー
ル
ま
で
拡
大
し
て
お
り
、
近
江
米

の
品
質
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
生
育

診
断
技
術
の
開
発
や
水
田
の
地
力
マ
ッ

プ
の
作
成
な
ど
に
よ
り
、
気
候
変
動
に

対
応
し
た
適
切
な
施
肥
管
理
の
普
及
指

導
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

施
設
野
菜
に
つ
い
て
は
、
台
風
等
に

備
え
た
事
業
継
続
計
画
に
基
づ
く
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
の
強
靭
化
な
ど
の
対
策
に
対

し
て
支
援
を
行
い
、
約
11
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
遮
光
資
材
を
活
用
し
た
施

設
野
菜
の
高
温
抑
制
技
術
や
、
ブ
ド
ウ

の
着
色
不
良
の
発
生
を
抑
制
す
る
技
術

な
ど
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
の
新
た
な
取
組
と
し
て
は
、
①

水
稲
に
つ
い
て
は
温
暖
化
に
適
応
し
た

中※
な
か
て生
の
新
品
種
の
作
付
け
拡
大
②
お
茶

に
つ
い
て
は
温
度
や
湿
度
な
ど
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
病
害
虫
発
生
予
察
技
術
の

開
発
と
普
及
③
施
設
野
菜
に
つ
い
て
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
環
境
制
御
技
術
の

普
及
な
ど
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。災

害
復
旧

　

８
月
５
日
に
長
浜
市
木
之
本
町

川
合
付
近
で
高
時
川
が
氾
濫
し
ま

し
た
が
、
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
る

洪
水
等
の
状
況
を
見
る
と
流
木
や
土
砂

の
流
出
な
ど
に
よ
っ
て
、
橋
や
堤
防
な

ど
の
構
造
物
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
大

規
模
出
水
後
、
広
範
囲
に
発
生
す
る
災

害
に
対
し
、
迅
速
に
復
旧
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　

発
災
後
、
迅
速
に
広
範
囲
に
わ

た
る
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
職
員
の
パ
ト
ロ
ー

ル
や
、
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
確
認
、
市
町

の
情
報
を
早
く
得
る
た
め
の
情
報
連
絡

員
の
派
遣
を
行
う
な
ど
、
国
や
市
町
と

も
連
携
し
情
報
収
集
し
て
い
ま
す
。

　

状
況
把
握
後
、
緊
急
を
要
す
る
被
災

箇
所
に
つ
い
て
、
地
域
特
性
を
熟
知
し

て
い
る
建
設
業
協
会
と
の
応
援
協
定
に

基
づ
き
、
隣
接
す
る
協
会
支
部
間
の
応

援
も
含
め
、
随
意
契
約
に
よ
り
応
急
復

旧
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
常
時
か
ら
、
土
木
事
務

所
職
員
と
建
設
業
協
会
会
員
が
参
加
し

て
、
出
水
時
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
確
認

や
復
旧
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
の
訓
練

を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
大
規
模
出

水
時
の
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

警
察

　

こ
こ
数
年
、
県
警
察
は
、
捜
査

力
の
強
化
、
交
通
安
全
対
策
の
新

プ
ラ
ン
導
入
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

強
化
に
向
け
た
新
戦
略
の
展
開
な
ど
、

情
勢
の
変
化
に
対
応
す
べ
く
精
力
的
に

活
動
さ
れ
県
民
の
期
待
に
応
え
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
本
県
の
警

察
官
一
人
当
た
り
の
負
担
人
口
が
全
国

的
に
見
て
も
極
め
て
多
く
、
警
察
官
増

員
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
ま
す
。
県
警
察
の
体
制
強
化
の
必
要

性
に
関
す
る
現
状
認
識
と
緊
急
に
手
当

て
が
必
要
な
分
野
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

警
察
官
一
人
当
た
り
の
負
担
人

口
の
事
情
も
あ
る
中
、
犯
罪
・
交

通
情
勢
の
分
析
の
高
度
化
・
精
度
の
向

上
、
捜
査
力
の
さ
ら
な
る
強
化
、
サ
イ

バ
ー
空
間
の
脅
威
へ
の
対
処
能
力
の
強

化
等
の
社
会
情
勢
の
変
化
や
犯
罪
の
悪

質
巧
妙
化
等
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め

の
取
組
に
加
え
、
事
件
事
故
や
各
種
通

報
・
相
談
へ
の
対
応
な
ど
、マ
ン
パ
ワ
ー

の
面
で
必
ず
し
も
余
裕
の
あ
る
状
況
に

な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、県
警
察
に
お
い
て
は
、

人
身
安
全
関
連
事
案
（
ス
ト
ー
カ
ー
・

Ｄ
Ｖ
・
児
童
虐
待
な
ど
）
へ
の
夜
間
休

日
も
含
め
た
対
処
体
制
の
強
化
、
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
部
門
の
抜
本

ドローンを活用した生育診断技術

地域に密着した警察活動

的
強
化
、国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
に
向

け
た
警
備
諸
対
策
の
推
進
と
い
っ
た
緊

急
に
体
制
の
構
築
・
増
強
が
必
要
な
課

題
も
抱
え
て
お
り
、
警
察
官
増
員
も
含

め
た
体
制
強
化
が
必
要
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

用語解説 ※「中生（なかて）」・・・ 種まきしてから収穫までの期間を早・中・晩に分け
たとき、早生（わせ）と晩生（おくて）の中間のもの

議会からのお知らせ

議案番号 件　　　　　　　　　名 結果
（知事提出）
議第110号～
議第115号

令和４年度滋賀県一般会計補正予算（第４号）　ほか５件 可決

議第116号・
議第117号

滋賀県職員の高齢者部分休業に関する条例案　ほか１件 可決

議第118号～
議第123号

令和３年度滋賀県一般会計および各特別会計歳入歳出決算の
認定を求めることについて　ほか５件

継続
審議

議第124号～
議第126号

契約の締結につき議決を求めることについて（大津能登川長
浜線補助道路整備工事）　ほか２件

可決

議第127号～
議第132号

権利放棄につき議決を求めることについて　ほか５件 可決

議第133号～
議第135号

県の行う建設事業に要する経費について関係市町が負担すべ
き金額を定めることにつき議決を求めることについて　ほか
２件

可決

議第136号 令和３年度滋賀県モーターボート競走事業会計未処分利益剰
余金の処分につき議決を求めることについて

継続
審議

議第137号～
議題144号

滋賀県公安委員会委員の任命につき同意を求めることについ
て　ほか７件

同意

番　号 件　　　　　　　　　名 結果
決議第３号 北朝鮮による弾道ミサイル発射に抗議する決議案 可決
意見書第11号 原発に固執せず抜本的な再生可能エネルギーの導入と大規模

な省エネの推進を求める意見書案
否決

意見書第12号 旧統一協会と国会議員等との関係の徹底解明を求める意見書案 否決
意見書第13号 新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けの見直し

を求める意見書案
可決

意見書第14号 地方行政運営に必要な財源の充実・強化を求める意見書案 可決
意見書第15号 警察官の増員に関する意見書案 可決
意見書第16号 女性デジタル人材育成の強力な推進を求める意見書案 可決

●決算特別委員会の設置
　令和３年度滋賀県歳入歳出決算の認定議案等を審査するため、決算特別委
員会が設置され、10月24日から10月31日まで審査が行われています。
　委 員 長：富田　博明
　副委員長：江畑弥八郎
　委　　員：重田　　剛、佐口　佳恵、松本　利寛、大橋　通伸、
　　　　　　中村才次郎、白井　幸則、桑野　　仁、周防　清二、
　　　　　　目片　信悟、川島　隆二、木沢　成人、冨波　義明、
　　　　　　九里　　学

●滋賀県議会ホームページ、Twitter（ツイッター）
　本会議や委員会の開催情報、議会の仕組み、議員の紹介、
会議録など、県議会の最新の情報を随時掲載しています。
　また、本会議の模様はライブ中継と録画配信もしています。

滋賀県議会ホームページ
https://www.shigaken-gikai.jp/

滋賀県議会ツイッター
（アカウント名　@shigakengikai）

●滋賀県議会ホームページ、Twitter（ツイッター）
スマートフォン
等でも御覧いた
だけます。

● 滋賀県ふぐの取扱いの規制に関する条例の一部を改正する条例案について

９月定例会議で審議した主な議案

９月定例会議で審議した決議・意見書

９月定例会議で採択した請願

第 114 号 滋賀県議会だより 令和 4年（2022年）10月30日（日）　⑵


